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市は９月１日に「常陸大宮市地
域公共交通連携計画」を決め、市
内の公共交通の役割分担をしまし
た。市民バス・乗合タクシーにつ
いては「平日の昼間の時間帯にお
ける市内移動手段」と位置づけ、
市民バスを主とし、乗合タクシー
を従とした市内公共交通として再
構築することを決めました。
利用状況に応じた市民バスの運

行を見直し、来年４月から乗合タ
クシーを本格運行します。また、
福祉タクシーも存続します。
今後の課題として、市民バス・

乗合タクシーによる市外への運行
の検討と市民バスの運賃有料化の
検討をあげています。
日本共産党の金子・堀江両議員

尖閣諸島は、１８８４年に日本人の古賀辰四郎がはじめて探検するま

で無人島でした。１８９５年１月１４日に閣議決定で日本領としたのが歴史

的にはじめての領有行為で、それ以来日本が実行支配しています。

国際法では最初に占有した国の取得および実行支配が認められて

います。日本の領有には、１９７０年代にいたる７５年間、どこの国からも

異議はでていませんでした。

中国、台湾が尖閣諸島の「領有権」を主張しはじめたのは、周辺海

底に石油・天然ガスが発見されたあとの１９７０年代からです。それまで、

は、中国で発行された地図でも中国の「領海」外となっていました。中

国が法律で尖閣諸島を中国領と書き込んだのも１９９２年です。

は、９月議会の一般質問で地域公
共交通連携計画や乗合タクシーの
改善などを質問しました。
日本共産党は、乗合タクシーに

ついて、土・日曜の運行や運行時
間の延長、市外・県外への運行、
山方・美和・緒川・御前山間の運
行、利用券のバラ売り、収入の少
ない方への「無料パス」の発行な
ど改善を求めています。
また、乗合タクシーの利便性を

体験してもらうために、利用登録
した人には一往復分の試乗券をあ
げることも大事な事と考えていま
す。今後も、もっと使いやすい乗合
タクシーにするため、みなさんと
いっしょにがんばります。

http://www.jcp.or.jp/
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※申込みは、金子・堀江両議員まで

アメリカ、オーストラリアなどを含めた９か国によるＴＰＰ交渉。自由化の例外をいっさい認めず、関税の完全撤廃を参

加国に迫るものです。日本が参加すれば、アメリカなど農業大国からの輸入も完全自由化されるのは避けられません。

農業生産額の減少は４兆１，０００億円（２００８年の４８％）、食料自給率は４０％から１４％へ、３４０万人の雇用が失われ

る─。農水省の試算でもＴＰＰに参加すれば農業が壊滅的な打撃をうけることはあきらかです。農村も国土・環境も荒れ

はててかまわないという「亡国の政治」です。

「貿易自由化に乗り遅れるな」と強く求めているのは日本経団連です。輸出大企業のもうけのために国民の食料を犠

牲にし、農業と農村を切り捨てるのは絶対に許せません。世界は「食料は自由に輸入できる」時代ではありません。自

由化１本やりでなく、食料主権を確立し、農業の多面的発展に力を注ぐべきです。

日本・ロシア領土問題でも、日本政府

に問われているのは道理に立った外交力

です。この問題の根本は、スターリンが「領土不拡大」という第２次世

界大戦の戦後処理の大原則を踏みにじり、無法な軍事占領をおこなっ

たことにあります。

しかし、日本政府は、戦後、ただの一度も、この不公正をただせと

世界にむかって言ったことはありません。

日本共産党は、全千島列島と歯舞・色丹の返還を強く求めています。
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基本水量を使わないのに、基本水
量分の料金を取られるのはおかし
いとの声も聞かれます。これから
も増える高齢者世帯に配慮して、
基本料金の水量に５立方メートル
も加え、２段階にし、水道料金の
軽減を図ってはどうでしょうか。
また、量水器使用料ですが、当

市で大宮地域のみが口径１３ミリ

９月３日に開会された改選後初
めての定例議会（９月議会）が２
７日閉会しました。最終日は各常
任委員長から条例改正・決算・請
願陳情などの審査結果が報告され、
本会議で採決しました。
条例改正は、市火災予防条例な

ど３件を全会一で可決しました。
昨年度の決算審査で日本共産党

市議団は、学校給食の調理業務を
民間に本格委託した等の一般会計、
高すぎる国保税の国民健康保険特
別会計、制度廃止を求めている後
期高齢者医療特別会計会計、高い
水道料金の上水道事業会計に反対

しました。
請願・陳情で、金子・堀江両議

員が紹介議員となり新日本婦人の
会常陸大宮支部から署名を添えて
提出された「子宮頸がん予防ワク
チン接種の公費助成を求める請願」
は全会一致で採択されました。
茨城県保険医協会会長から提出

された「自主共済制度の保険業法
除外実現を求める陳情」は、審査
を付託された総務委員長から賛成
少数で不採択になったとの審査報
告がされました。この陳情には共
産党市議団は賛成の立場で「採択
すべき」との討論をおこないまし
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連絡先 ケータイ

金子議員

０９０-１９９４-７６９６

堀江議員

０９０-４８２４-０７９７

たが、賛成したのは金子・堀江両
議員と内田議員のみの少数で不採
択とされてしまいました。
議会終了後、保険医協会に聞い

たところ、３月議会に県内１１自
治体に提出して採択されたとこと
は４市、その他は継続審査や資料
配付のみで不採択とされた自治体
はなかったとのことでした。９月
議会に向けては県内１６自治体に
提出して、９月末日までに結果が
届いたのは採択が４市１町、資料
配付のみが１市ということでした。
常陸大宮市の不採択は異常です。
最終日に突然、議会運営委員会

で決まったと「行財政改革推進特
別委員会」を設置する議案が提案
されましたが、共産党市議団は設
置に反対しました。

堀
江

議
員

保護者、及び住民が
大変心配している緒川・美和・御
前山中の統廃合についての基本的
な考え方は。

教
育

長
義務教育適正配置審議

会の答申を受けて作成した統合計
画に基づき平成２３年度から統合
に向けた準備をする予定になって
います。

堀
江

議
員

統合になれば、その
地域の文化は後退し、地域の活性
化もなくなり、通学範囲が３倍に
もなり、ＰＴＡ活動等にも大きな
支障がでてくるなど様々な弊害が
出てくるのではないか。市は独自
に頭で考えて、少子化対策に取り
組み、生徒数を増やしていくよう
な施策をして、この問題の解決に
当たるべきではないのか。

教
育

長
３校の生徒数ですが９

年後は美和中が５１名、緒川中が

４７名、御前山中が７９名になる
と推測されますので、デメリット
があることは事実ですが、適正配
置計画に沿ってに臨んでいきたい。
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金子すぐる議員

堀江かくじ議員

で１００円、２０ミリで２００円
取られています。これをなくせば
わずかではありますが水道料金は
安くなります。
大宮地域の水道加入金は県内で

も飛び抜けて高く、口径が１３ミ
リで２０万６０００円、２０ミリ
で３０万９０００円です。このよ
うな高額の加入金についてどう考
えているのかお聞かせください。

上
下

水
道

部
長

基本料金の区分
の見直し、量水器使用料の減免、
加入金の値下げという質問ですが、
経営上にかかわるので、現状では
値下げ等は考えていません。
というのも、平成２８年に簡易

水道との統合が予定されています。
そういう中で、一体的にこれから
内容が検討されるものと考えてい
ます。
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大宮地域の水道料金
の高さは今度の市議選でも多く聞
かされました。一ヶ月２０立方メー
トル使ったときの水道料金は近隣
市町村では１番高額です。
現在、当市の水道料基本料金の

水量は１０立方メートルです。高
齢者世帯が増え、基本水量分を使
わない世帯が多くなっています。

堀
江
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

■
中学校卒業までの医療費無
料化について

■
市道の改良、交通安全施設
の整備について

■
小学校の跡地利用について

■
幼稚園・保育園の管理・運
営について

■
平和行政の推進について
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